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細胞質内封入体からみた beanyellow 
mosaic virusの特徴
井 上 忠 男
緒 言
マメ科植物に発生するウイルスで長さが約 700~800nm ひも状の potyvirus グルー
プ所属とみられるウイルスは14~15種に上る.日本でこれまでに知られているものはアズ
キモザイクウイルス azukibean mosaic virus (AzMV)，インゲンモザイクウイルス
bean common mosaic virus (BCMV)，インゲン黄斑モザイクウイルス beanyellow 
mosaic virus (BYMV)，サ・サゲモザイクウイルス cowpeaaphid-borne mosaic virus 
(CAMV)，エンドウ種子伝染モザイクウイルス peaseed-borne mosaic virus (PSbMV)， 
ナ γキンマメ斑紋ウイルス peanutmottle virus (PnMV)，ダイズモザイクウイルス
soybean mosaic virus (SMV)，カプモザイクウイルス turnipmosaic virus (TuMV)， 
レタスモザイクウイルス lettucemosaic virus (LMV)， カボチャモザイクウイルス
watermelon mosaic virus (WMV)の10種であり， 他にも 1.2の未同定ウイルスが
記録されている.さらに，国外の報告も含めるとェγ ドウモザイクウイルス peamosaic 
virus (PMV)，サトウダイコンモザイクウイルス beetmosaic virus (BMV)， clover 
yellow vein virus， pea necrosis virus， wisteria mosaic virusなどがある. これら
多数のウイルスの中でとくに BYMVは変異の巾が大きく系統も多数記録され.PMVを
BYMV の系統として考えた報告もある U.2~) さらに BYMV の自然寄主はマメ科植物に
限られていないこともあってウイルスの同定がやや困難であり混乱のある場合がないでも
ない.
著者は BYMV同定の一助として， BYMVの特徴をウイルス感染細胞内の細胞質内封
入体に求めることができなL、かと考えて実験を行なった.本報告は BYMVを中心に
してマメ科植物に発生する上記の日本産ウイルス， 日本ではマメ類で記録されていない
BMV，および未同定のウイルスについて超薄切片像の比較検討を行なった.
材料および方法
供試ウイルス 実験に用いたウイルスはすべて著者が分離したものであるが，ウイル
スの由来および電子顕微鏡観察に用いた植物を第1表に示した.
電子顕微鏡観察 各病植物葉の組織細片は Daltonの冷クロム・オスミウム固定液で
30~45分，または 5%グルタールアルデヒドと冷 1%オスミック酸でそれぞれ 1 時間固定
し， 30~100%エタノール， 100%アセトンで脱水しエポン樹脂に包埋した.包埋組織は
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第 1表 実験に用いたウイルスの種類と植物，およびウイルスの来歴
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???
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V 154 1 
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アズキ
Bean common mosaic virus BCM-01ィγゲン インゲン 1962 1 
Beet mosaic virus BMV フダYソウ フダγソウ 1967 1/ 
Cowpea aphid-borne mosaic virus CP-S ササゲ ササゲ 1972 1 
Lettuce mosaic virus 6与-D58 レタス レタス 1969 和歌山
P回 seed.bornemosaic virus 
Peanut mottle virus 
Soybean mosaic v位協
Turnip mosaic virus 
Watermelon mosaic virus 
未同定ウイルス
切
AB-S アズキ
P 202 ソラマメ
PN-15 ソラマメ
SB-O ダイズ
PN-9 ダイコ γ
7l-P-2 ソラマメ
V 166事 ソラマメ
P238 ソラマメ
エンドウ 1964 " 
ナンキンマメ 1964 岡山
ダイズ 1972 * 
ナγキγマメ 1963 千葉
ェγドウ 1971 和歌山
ソラマメ 1965 岡山
エ Yドウ 1964 和歌山
'前報〈井上， 1968)では BYMVではないかとして取扱った.
Porter-Blum MT-l ミクロトームでガラスナイフを用いて薄切りし， 切片は酢酸ウラユ
ルとクエン酸鉛で染色して目立 HU-12電子顕徴鏡で観察した.また，必要に応じて病植
物業から PTAnegative stain試料を作り封入体を観察した.
光学顕徴鏡観察 主に BYMVについては，病植物業裏面または葉柄の表皮をはぎ
とり， Christie (1967)の処方変法による フロキシン ・メチレンプルー混液で、染色してX
体や核の観察を行なった.
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実験結果
1. 細胞質内封入体の種類
図版に各ウイルス感染植物における超薄切片像を示した.供試したどのウイルスの場合
にも pinwheel.bundle. tubeなどの管状構造，または plateや lamminatedaggregate 
と呼ばれる層板状構造の封入体が認められた.これら封入体の形状はウイルスの種類によ
り異なる場合があった.これらの封入体所見を仮りに大別すると，
A. 典型的な風車状構造 (pinwheel.PW)があり，さらに多重または1重の環状構造
(ringまたは circle.R)もみられる管状構造の封入体が主体となっているもの.
B. むしろ層板状の laminatedaggregate (LA)構造封入体が主体となっているもの.
C. PWまたは R.および LAともに顕著に認められるもの. の3型に分けられた.
Aのタイプが顕著であったウイルスは AzMV(図版1，A)， BCMV (図版1，B). 
CAMV(図版1，C) PSbMV (図版1，D)， WMV (図版l!， A)，および V166(図版
l!， B)の各ウイルスが典型的であった.SMV (図版l!， C)， PnMV (図版l!， D)も
典型に近かったが， PWの分枝の一部が長く伸び， LA様の形をとる場合が見られた.
BのタイプとしてはBYMVの各系統(図版:m，A-E，図版 IV，A-F，図版V，A-
D)， BMV (図版 VI，C)があり， R構造はほとんど見られず LAの発達が顕著であっ
た.PWはとくに BMVの場合典型的なものは少なく， BYMVの場合でも PW分枝の
湾曲が不整であったり， PWの中心がはっきりしない場合も多かった.LMV (図版羽，
A)もこのタイプに入れてよいかも知れない.LMVの場合， PW分校の配列はかなり整
って中心が明らかなものが多かったが，分校は湾曲の度合が少なく放散し，しかも分枝が
2層の plateで構成される LA状であるものがよく観察された.
Cのタイプには TuMV(図版VI，B)および P238(図版V，E)が含まれ， Rおよび
LAともに顕著であった.TuMVでは R.LAがほぼ同じような頻度に認められたが，
P238ではR構造封入体の発達がより顕著であった.両ウイルスともに PWは Rや LA
に比べて少ないようであった.
2. BYMVによる封入体
BYMVでは上記の管状または層板状封入体とは別に，供試した他のウイルスの場合に
は見られない電子密度の高い塊状の封入体 (densebody. DB)が細胞質内に認められ
た.これら2種の封入体の形状は BYMVの系統によってやや異なる場合があった.
BYMV-B系統とした3分離株では LAは長大なものが多く， DBは凹凸のある不規則
な形のものが目立った(図版1[， A)， BYMV-P系統の4分離株における DBはかなり
大型のものが多く，おおむね四~六角形の結晶状であった(図版1[， B. C). P25M株な
ど3分離株では DBが細胞質内だけでなく核小体に附属して存在する場合のあることが
確かめられた(図版:m， D). BYMV-O系統4分離株における LAは長きの短かし、もの
が多く， DBは円みをもち，あまり大型のものは見られなかった(図版1[，E). BYMV-
O系統とした BYM-G株では PWに続いて ring構造に似た形をとる管状封入体も認
められたが，これは BYMV以外でよく見られるRとはやや異なるものであった(図版
IV. A). BYMV~N 系統の 4 分離株での LA は一般に BYMV-O 系統のものより長く，
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第 2表 供試ウイルス感染植物に見られた
細胞質内封入体
細胞質内封入体
Virus DB PW R LA 
BYMV -B ++ 土 ++ 
-P ++ + ++ 
-0 ++ + ++ 
-N ++ + ++ 
AzMV ++ + 
BCMV ++ + 
CAMV ++ + 
PSbMV ++ + 
WMV ++ + 
V 166 ++ + -..司_..-司....ー_.......・・・・・ a・・・----・ー・・・・ 4・4・・・・喝e・4曲・・・..・ー ・ー 4・
PnMV ++1) 土 土
SMV ++1) + + 
LMV ++2) +2) 
P 283 ー + ++ + 
TuMV 
BMV 
+:封入体が存在する
++:顕著に発達する
土:出現頻度が低い
一:出現しない
+ + ++ 
土 ++ 
1): PW分校の一部が伸びて LA様のものあり
2): PW分校は放散し.2層が賃なってLA状
BYMV-B系統に見られるものよりは
短かい傾向があった.BYMV-Nでは
DBの形状が特徴的であり，ひし形や
正方形に近い形をとる結晶のように
見られ. (図版IV，D)細胞質内だけ
でなく按内でも観察された(図版V.
A). 
BYMV各系統ウイルス感染細胞に
認められる DBの多くは切片像で明
らかな内部構造を見ることができなか
ったが， BYMV-N系統ではしばしば
DBの内部に平行直線機造が認められ
るものがあった(図版IV.F). DBは
その周囲に ribosome様の小粒子を
附随している状態の観察される場合が
あるが， とくに BYMV-N系統の場
合にはこれが明瞭であり. ribosome 
様小粒子は DB表面に規則的な格子
状に配列しているものと認められた
(図版IV，D. F). BYMV-N系統の
DBは negativestain試料中にも普
通に検出された. Negative stain試
料中の DBはウイルス株によって大
きさはやや異なるようであったが，そ
の形状は超薄切片像に対応するもので
あり， 結晶構造を持つものと推察され
た(図版IV，E). BYMV-N以外の
各系統ウイルスの場合には通常の PTAによる negative stainだけでなく，病葉組織を
10%フォルマリンや5%グルタ ールアルデヒドで前固定した試料で、も，また，酢酸ウラニ
ルやモリプデン酸アンモニウムを用いた negative stain試料でも DBを検出すること
ができなかった.
DBは超薄切片像だけでなく光学顕微鏡下でも認められる場合があり，フロキシγ ・メ
チレ Yプルー混液染色標本で、は，ピγク色に染まるX体内で赤色の頼粒集塊または結晶と
して認められる.中でも BYMV-P系統のウイルスでは核内で仁の部位にも認められ，と
くに P25M株ではX体の内外や核内に方形の結晶として容易に観察された.
以上の各ウイルスによる封入体の所見を機括的にまとめたのが第2表である.
3. BYMV粧子の所在様式
超薄切片像において，ウイルス粒子は供試したどのウイルスの場合にも管状や層板状の
封入体に付随したり細胞質内に散在する様子が認められたが，さらに細胞質内でゆるい結
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合配列の粒子東.tonoplastに粒子の一端を接して配列する例などもしばしば観察され
た.このような通常の粒子所在の所見に加えて，供試ウイルス系統またはウイルス株の中
には特徴的な粒子所在様式をとるものがあった.
BYMV-N系統 この系統の供試分離株4株では，封入体所見に一致したものが認め
られただけで‘なく，ウイルス粒子所在様式もまったく同じであった.封入体や細胞質内に
おける粒子所在状況は前述の通りであるが，さらに細胞壁に接して粒子の集塊がしばしば
認められた(図版V.B~D). この粒子集塊はほとんどの場合 2 つの細胞が接している部
位で認められ，一方が細胞関空隙となっている部位では認められなかった.粒子集塊は細
胞壁と plasmalemmaとの聞に存在し，しかも粒子集塊全体が2層の膜に固まれている
様子がうかがわれた(図版v.C). 
BYM-G株 BYMV-O系統に含めたこのウイルス株では，他の3分離株とは異なる
特徴あるウイルス粒子所在状況が観察された.細胞質内に認められるウイルス粒子は通常
の所在様式をとるだけでなくミトコ Yドリアを包むような形で，またはミトコ γドリアに
一端を接するような形で粒子東を形成する様子が普通に認められた.(図版 IV.B. C) 
また，一部の糞縁体の表面にもウイルス粒子が付随するのではないかと見られる像も得
られた. なお，ウイルス粒子が一部の葉緑体表面に付随するのではないかと見られる像
はV166株ウイルスの場合にも観察された.(図版 n.B).
考察
Potyvirusグルー プ(¥，、わゆる PVYグループ〉のウイルスに感染した植物細胞の細
胞質内に管状または層板状の細胞質内封入体が発達することはすでに多数のウイルスで報
告されていて，これが potyvirusグループウイルスの特徴のーっと見られるようになっ
てきている.一方.potyvirusグループ以外の幾つかのウイルスでも類似の封入体を形
成するものがありe.If.1・-m， このような封入体を作るものがすべてこのウイルスグループ
に属するとは限らないことも明らかである. しかし，最近Edwardsonら (1972)も指
摘しているように，従来の報告からすると potyvirusグループウイルスの封入体の形状
はウイルスの種類によってほぼ定まっていて，同種のウイルスでは系統や分離株，あるい
は寄主植物によってまったく異なるタイプの封入体は出現しないとの推測ができるのでは
ないかと考えられる.著者はこの推測をさらに確かめる意図もあって本報の実験観察を行
なったが，得られた結果からこの推測はほぼ妥当であろうと考えられた.
BYMV以外で比較のために供試した既知の各ウイルスはし‘ずれも 1分離株しか用いな
かったが.10種の各ウイルスの封入体所見はすべて従来報告されたものとほぼ一致するも
のであった・.1.'.1・.12.18.肌 18.同 .20.22.2・A・)
BYMVの封入体所見については幾つかの報告が行なわれている8.5.8・11.18.28). Ed ward-
sonら (1972)は彼等が用いた分離3株では封入体の所見が既報のものと一致したこと，
BYMVの系統とみられていた cowp回 virus(blackeye cowpea mosaic virusとみら
れる〉により封入体が BYMVのそれとは明らかに異なるものであったことから，この
ウイルスが BYMVとは別種のものであるとの結論を導いた.本報の観察結果によると
供試Lた4系統.15分離株の中には切片像に多少の差異の認められた場合もあるが，封入
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体のタイプから見ると共通した特徴があり，これは従来報告されたものとよく一致した.
さらにこの特徴は BYMV以外の供試12種のウイルスの場合とは明らかに相異するもの
であった.したがって，すでに報告され，本報で確かめられた封入体所見を BYMVの主
要な特徴のーっとすることにさしっかえはないと考えられた.
BYMV系統の中で DBの結晶構造が明らかであり，しかも negativestain試料中で
も DBが検出されたのは BYMV-N系統だけであったが，他の系統による DBは nega-
tive stainに対し不安定なものと考えられた.切片像で観察される DBや LAの形状に
ウイルス系統間で、相異が認められる場合もあったが，これらの相異点を系統聞の識別に用
い得るかどうかはさらに検討を重ねた上での判断にゆずりたい.
BYMV-Bおよび BYMV-Pは前報(井上， 1968)で PMVに該当するとしたもので
あるが，上述の系統聞の切片像所見の細部の差異は別として， BYMVの一般的な封入体
所見から外れるものではなく， Cousinら(1969)が PMVで報告したものとよく一致
した. したがって， この点からも PMVをBYMVの系統と見てもよいと思われた.ま
た;PMVを BYMVとは別種の独立したウイルスとして取扱うにしても，他ウイルス
よりはBYMVに極めて近縁のものと考えるべきであろう.
管状または属板状封入体のほかに，細胞質内や核内に電子密度の高い結晶性封入体を発
達させるものとしてc10veryellow vein virusがある.しかし， Pratt (1969)が報告
したこのウイルスによる管状封入体の PWは分枝の湾曲が本報の SMVと LMVとの中
間的な形状であり， LA構造封入体は発達しないように見受けられ BYMVによる封入体
の様子とは明らかに相異するものである.
BYMV-N系統のウイルスの寄生性の特徴は各種マメ類でのえそ症状が顕著であり，
寄主範囲がマメ科以外の各種植物に及ぶことであって， Bos (1968)が報告した pea
necrosis virusの寄生性の特徴と似ている.Pea necrosis virusのもう一つの特徴とし
て病植物表皮細胞の光学顕微鏡観察で核内に極めて大きな放射針束状結晶が発達すると云
われる. 供試 BYMV-N系統ウイルスで‘はそのような核内封入体は観察されず，超薄切
片像でやや大形の角形の DBが核内封入体として見られるだけであった.Bos and Rubio-
Huertos (1969)の報告によると peanecrosis virus感染細胞の超薄切片像における細
胞質内封入体は PWや LAとみられる densebandであり BYMV-Nのものと似てい
るが， DBの存在の有無については記述されていない.したがって，これまでのところ両
ウイルスを同種のウイルスと判断するのはやや困難である.
BYMVーo系統に入れた BYM-G株はミトコ γドリアをとり巻くようにウイルス粒子束
が存在し， ミトコンドリアの集合も認められる点で他の分離株と異なっていた.このよラ
なミトコ Yドリアとウイルス粒子の関係は最近 henbanemosaic virusでも報告された
ものとよく似た所見であった18) 本報では BYM-G株を BYMVーo系統に一応入れて
取扱ったが，切片像の特異性もあり， 以後このウイルス株を BYMV-0系統として取り
扱うかどうかは今後あらためて検討を加えたい.
前の報告(井上， 1968)で著者が，その寄生性から BYMVではないかとして取扱った
V166株(ソラマメ輪紋〉は本報の切片所見からすると BYMV各系統によるものとは明
らかに異なっている.V166株ウイルスで認められた封入体のタイプはむしろ CAMV，
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PSbMV， WMVなどと類似のものであった.したがって， V166株ウイルスを BYMVと
するのは不適当と考えられ，前報での取扱いを訂正し，今後は V166株ウイルスをBYMV
とは別種のものとして取扱うことにしたい.
P238株は未同定のウイルスであり，前報(井上.1968)によるとその寄主範囲は WMV
に類似する点が多いものであるがウリ類での病徴は WMVとはまったく異なっている.
一方，マメ科植物での寄生性を見ると BYMVと明らかに異なるともしにくい.したが
ってこれまでのところ，このウイルスは WMV，BYMVとの関連が不明のままで同定に
至っていないものである.本報で得られた切片像所見からすればP238ウイルスは BYMV
とは別種のものであろうと考えられる.また WMVと比べても， WMVによる封入体は
Rを伴なう典型的な PW構造であるが， P238ウイルスによるものは R構造が顕著であ
るだけでなく， WMVでは見られない LAの発達も顕著である.この R，LAの顕著な
所見は TuMVの場合のものとやや近いようにも見られる. 以上の観察結果から， P238 
ウイルスが WMVの系統ではないかとする想定は妥当でないとも思われ，このウイルス
の同定にはさらに別の実験結果による必要があると考えられた.
嫡 要
Bean yellow mosaic virus (BYMV)を中心にして圏内のマメ科植物に発生する
potyvirusグループとみられるウイルスにつき，病植物葉組織切片を電子顕徴鏡観察し
た.供試したウイルスは次のものである.
アズキモザイクウイルス， azuki be如 mosaicvirus (AzMV) 
イYゲンモザイクウイルス， bean common mosaic virus (BCMV) 
ササゲモザイクウイルス. cowpea aphid-borne mosaic virus (CAMV) 
レタスモザイクウイルス， lettuce mosaic virus (LMV) 
ェγドウ種子伝染モザイクウイルス， pea seed-borne mosaic virus (PSbMV) 
ナシキンマメ斑紋ウイルス， peanut mott1e virus (PnMV) 
ダイズモザイクウイルス， soybean mosaic virus (SMV) 
カプモザイクウイルス， turnip mosaic virus (TuMV) 
カボチャモザイクウイルス， watermelon mosaic virus (WMV) 
国外でマメ科植物での発生が報告されている，
サトウダイコンモザイクウイルス， beet mosaic virus (BMV) 
未同定ウイルスとして
V166株および P238株ウイルス
BYMVは下記の 4系統， 15分離株を用いた.
BYMV-B， BYMV-P， BYMV-O，および BYMV-N
供試したウイルスのすべてに pinwheel(PW)や ring(R) などの管状， または
laminated aggregate (LA)と呼ばれる層板状の細胞質内封入体が認められた.これら
封入体の形状はウイルスの種類によってやや異なる様子が見られたが，各ウイルスで従
来報告されているものとおおむね一致した. BYMVでは管状，層板状封入体のほかに
dense body (DB)と云われる塊状の封入体が共通して細胞質内に認められ，系統や分離
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株によっては核内でも観察された.BYMVのこの封入体所見は系統間でやや異なる場合
もあったが，従来報告されているものとほぼ同型と認められ，これを BYMVの主要な
特徴のーっとすることは差支えないと考えられた.
BYMVの中でN系統のウイルスは DBが明らかな結晶性のものとして認められ，ウイ
ルス粒子の集塊が細胞壁に接して摺幽した plasmalemmaに包まれて存在することで特
徴があり， BYMV-Qの BYM-G株ではミトコ γドリアがウイルス粒子東にとり巻かれ
ている点で特異なものであった.
寄主範囲が BYMVにやや似ている V166株ウイルス〈前報，井上， 1968では BYMV
と想定した)では DBは存在せず，典型的な PWや R構造の封入体が発達し， BYMV 
とは別種のウイルスと認められた.ウリ科植物に寄生性の広い P238株ウイルスは WMV
に比べるとやや異なり WMVでは見られない LAも認められた.
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図版 I 
略号説明
C:葉緑体
d : dense b叫y(DB) 
L : laminated aggregate (LA) 
m:ミトコトドリア
N:核
n :核小体〈仁〉
P:ウイルス粒子
p : pinwheel (PW) 
pl : plasmalemma 
W:細胞壁
A. アズキモザイクウイルス， azuki bean mo鈎 icvirus， (AB-S株〉感染アズキにおける
細胞質内封入体 (x24，0∞〉
B. ィγゲンモザイクウイルス， bean common mosaic virus， (BCM-Ol株〉感染イ γゲ
ンにおける細胞質内封入体 (x24，OOO)
C. ササゲモザイクウイルス， cowpea aphid-borne mosaic virus， (CP-S株〉感染ササゲ
における細胞質内封入体 (X24，O∞〉
D. .:>:.γ ドウ種子伝染モザイクウイルス， pea seed-borne mosaic virus， (P 202株〉感染
ソラマメにおける細胞質内封入体 (X24，瓜)())
図版 E 
A. カボチャモザイクウイルス， watermelon mosaic virus， (71-P-2株〉感染ソラマメ
における細胞質内封入体 (x24，瓜)())
B. V 166株ウイルス感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (X24，O∞〉
C. ダイズモザイクウイルス， soybean mosaic virus (SB-O株〉感染ダイズにおける細
胞質内封入体(x24，0∞〉
D. ナンキンマメ斑紋ウイルス， peanut mottle virus (PN-15株〉感染ソラマメにおける
細胞質内封入体 (x24， 0∞〉
図版 E 
A. インゲン黄斑モザイクウイルスーB系統， bean yellow mosaic virus-B strain 
(V 124株〉感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (x24，O∞〉
B. インゲン黄斑モザイクウイルスーP系統，bean yellow mosaic virus-P strain (P242株〉
感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (X24，O∞〉
C. インゲγ黄斑モザイクウイルスーP系統， bean yellow mosaic virus四Pstrain (P25M 
株〉感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (x24，∞0)
D. インゲン黄斑モザイクウイルスーP系統， bean yellow mosaic virus-P strain (P25M 
株〉感染ソラマメ核内の封入体 (x16，瓜)())
E. インゲン黄斑モザイクウイルスー0系統， bean yellow mosaic virus-O strain (BH-S 
株〉感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (x24，αゅ
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図版 IV 
A. インゲン黄斑モザイタウイルスーO系統(?)， 出anyellow mosaic virus-O straio 
(?).の BYM-G株感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (x24.αlO) 
B.C. ィγゲン賞斑モザイクウイルス BYM-G株感染ソラマメのミトコ γ ドリアをとり巻
〈ウイルス粒子 (x30. 0∞) 
D. インゲγ黄斑モザイクウイルスーN系統. beao yel10w mosaic virus-N strain. 
(P180株)感染ソラマメにおける細胞質内封入体 (x24.∞0) 
E. インゲン貧斑モザイクウイルスーN系統感染植物から PTAを用いた DN法試粒中に
検出される deo8ebody.内部の結晶構造が見られる.(CV-Q株，ソラマメ. x50.αlO) 
F. イγゲン黄斑モザイタウイルスーN系統.bean yel10w mosaic virus-N strain. (P180 
株)感染ソラマメ細胞質内の densebody切片像の拡大図. 内部構造が平行直線とし
て認められる (x80.αlO)
図版 V 
A-D. インゲγ賀斑モザイクウイルスーN系統. bean yellow mosaic virus-N strain 
(P 180株)感染ソラマメ
A.核内に生成される deosebody (x 16，ぽlO)
B-D. 細胞壁に接する部位に見られるウイルス粒子集塊
B. x 24.∞o 
C. 粒子集塊は細胞壁沿いに槽曲した p1asma1emmaに包まれて存在する (x60，α沿〉
D. 細胞壁の凹陥部に集まったとみられる粒子集塊 (x50，∞0) 
E. P 238ウイルス感染ソヲマメにおける細胞質内封入体(x24.∞0) 
図版羽
A. レタスモザイタウイルス.1ettuce mosaic virus. (69-058株)感染レタスにおける細
胞質内封入体 (x24.∞0) 
B. ヵプモザイクウイルス.tumip mosaic virus. (PN-15株)感染ダイコンにおける細胞
質内封入体 (x24，飢lO)
C. サトウグイコ γモザイタウイルス.beet mosaic virus， (BMV株)感染フダンソウに
おける細胞質内封入体(x24，α防
D-F. DN法試料中に検出される細胞質内封入体 (29百PTA染色試料)x20.∞o 
D. インゲン賞斑モザイクウイルスーN系統 beaoyellow mosaic virus-N strain. (CV-
O株)層板状封入体
E. V 166株ウイルス管状封入体
F. P238株ウイルス管状封入体
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